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 太郎1 ユーザーの登録 

1-1 管理者ツールの起動 

管理者ツールを起動し、ユーザーを登録します。 

管理者ツールは、Mercury-LAVISを使用するにあたって最初に起動させるものです。 
管理者データの管理などをおこなうことができます。 

［Mercury-LAVIS 管理者ツール］をダブル
クリックします。 

 
 
 

 確認のメッセージが表示されますので、［OK］
をクリックします。                     

 
 
 
 
 

 ユーザー名、パスワードを入力します。 
 ［OK］をクリックします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                     

 確認のメッセージが表示されますので、［OK］
をクリックします。  

1 

3 

2 

4 

5 
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 1-2 ログイン 
登録した管理者でログインします。 

 ユーザー名、パスワードを入力します。 
［SignIn］をクリックします。          

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

1 

ログインユーザーが表示されます。 

2 



3 

 
 

1-3 ユーザー（編集者）の追加 

ユーザー（編集者）を追加します。 

［追加］をクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 ユーザー名、権限、パスワードを入力します。 
 ［OK］をクリックします。 

 
 
 
 
 
 
 
 

1 

3 

2 

ユーザーが追加されます。 
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 太郎2 新規グループの作成 

2-1 データ管理プログラムの起動 

データ管理プログラムを起動し、新規グループを作成します。 

データ管理プログラムを起動します。 

［Mercury-LAVIS 管理プログラム］をダブル
クリックします。 

 
 

 ユーザー名、パスワードを入力します。                  
［SignIn］をクリックします。 

                     

1 

2 

データ管理プログラムでは、地籍調査を行う
地区データを管理します。 

3 
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 2-2 新規グループの作成 
新規グループを作成します。 

［グループ］－［■グループ］－［新規作成］
をクリックします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 グル－プ名称を入力します。 
［OK］をクリックします。 

 
 

1 

2 

3 

グループが追加されます。 
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 太郎3 新規地区の作成 

３-1 新規地区の作成 

グループに新規地区を作成します。 

新規地区を作成します。 
 
［地区］－［■地区］－［新規作成］を 
クリックします。 

 
 
 
 
 
 
 

 地区名、都道府県、市区町村を入力します。 
［名称からコードを取得］をクリックして、市区
町村コードを取得します。 
［OK］をクリックします。 

                     

1 

2 

3 
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4 

4-1 調査前データの読込み 

調査前のデータを読み込みます。 

調査前のデータを読み込みます。 
ここでは「C:\FcApp\Mercury-LAVIS\Sample」フォルダー内の「【サンプル】要約書CSV」を読み込む例で説明します。 
 

 ［調査前］－［■読込み］－［要約書
CSV］をクリックします。 

 
 
 
 
 
 
 

 要約書 CSV が保存されているフォルダーを 
指定します。 
［OK］をクリックします。 

 
 
 
 
 
 
 

 読み込むファイルのチェックを ON にします。 
［OK］をクリックします。 

 
 
 
 
 
 
 

 確認のメッセージが表示されますので［OK］
をクリックします。 

 
 
 

1 

2 

4 

3 

5 

6 

調査前データの読込み 
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 読み込まれるデータについて 

要約書CSVから以下のデータが読み込まれます。 

共通 

外字マスター 外字コード 
外字ファイル 

権利マスター 権利名  

地目マスター 地目名 

筆関連 

筆情報 

所在（大字、小字） 
地目 
地番 
地積 

権利情報 

権利名 
受付日 
受付番号 
共同担保目録 
権利者 
債務者 

表示履歴 

地番 
地目 
地積 
原因及び日時 
登記の日時 

人関連 

人物情報 登記氏名 
登記住所 

共有者情報 
登記氏名 
登記住所 
持分 

 
 

 

補足 
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 太郎  5 Mercury-Evoluto との連携 

5-1 Mercury-Evolutoとの連携設定 

Mercury-Evolutoと連携するときは、大字・字、地番名の一致条件を設定します。 

Mercury-Evolutoとの連携条件を設定します。 
 
［設定］－［■Mercury-Evoluto連携］
－［設定］をクリックします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 Mercury-Evoluto と連携するときは、
Mercury-Evoluto の画地と
Mercury-LAVIS の筆の大字・字 
（小字）、地番（画地名）が一致していれ
ば、同一の筆とみなします。 
ここでは、大字・字、地番名の一致条件を設
定します。 
※数字とハイフンの全角半角の差異は、常に
無視します。 

 設定を終了したら［OK］をクリックします。 
 

1 

2 

3 
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 太郎  6 マスターの確認 

6-1 大字・字マスターの確認 

マスターを確認します。 

大字・字マスターを確認します。 
 
［設定］－［■マスター］－［字］をクリック
します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

［大字設定］をクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 設定されている大字を確認します。 

 確認を終了したら［OK］をクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

1 

2 

3 

4 
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 確認する字を選択します。 

［編集］をクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 大字、字名を確認します。 

 確認を終了したら［OK］をクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

5 

7 

6 

8 
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6-2 地目マスターの確認 

地目マスターを確認します。 
 
［設定］－［■マスター］－［地目］をクリッ
クします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 地目を確認します。 

 確認を終了したら［OK］をクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

1 

2 

［編集］で地目を編集することも
できます。 

3 
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6-３ 権利マスターの確認 

権利マスターを確認します。 
 
［設定］－［■マスター］－［権利］をクリッ
クします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 権利を確認します。 

 確認を終了したら［OK］をクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

1 

2 

［編集］で権利を編集することも
できます。 

3 
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6-4 外字マスターの確認 

外字マスターを確認します。 
 
［設定］－［■マスター］－［外字］をクリッ
クします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 外字を確認します。 

 確認を終了したら［OK］をクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

1 

2 

［編集］で外字を編集することも
できます。 

 
置き換えられた外字は色を変えて表示されます。 
 

 

補足 

3 
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 太郎  7 人物の確認 

7-1 所有者の確認 

人物の登録内容を確認します。 

所有者の登録内容を一覧で確認します。 
 
［人物］をクリックします。 

 
 
 
 
 
 
 

 所有者の登録内容を一覧で確認します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

1 

2 
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7-2 同一人物の設定 

複数の人物データを一人のデータとして扱うように設定します。 
結婚、離婚、誤字等で同じ人物であるにも関わらず、登記情報の表記が異なる場合に使用します。 
ここでは「登記指名のみ同じ」で判断します。 
 
［人物］－［■人］－［同一人物設定］を
クリックします。 

 
 
 
 
 
 

［同一人物の検索条件 設定］で 
「登記氏名のみ同じ」を選択します。 

［検索条件で表示更新］をクリック 
します。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 検索結果が一覧表示されますので、 
同一人物として処理したい人を選択 
します。 

［適用］をクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

1 

3 
 

2 

4 

5 
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 確認のメッセージが表示されますので 
［はい］をクリックします。 

 
 
 
 

 ④⑤⑥の処理を繰り返して、同一 
人物の設定を行います。 

 設定を終了したら、［OK］をクリック 
します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 確認のメッセージが表示されますので 
［はい］をクリックします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

7 

6 

8 

9 
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7-3 共有者の設定 

共有者を設定します。 
 
［人物］－［■人］－［追加（共有者 
グループ）］をクリックします。 

 
 
 
 
 
 
 
［追加］をクリックします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 共有者に設定する人物のチェックを 
ON にします。 
［OK］をクリックします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

1 

2 

3 

4 
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［名称自動生成］をクリックします。 
 
 
 
 
 
 

 確認のメッセージが表示されますので［はい］
をクリックします。 

 
 
 
 
 

 共有者一覧の先頭の人物名より、「〇〇他〇
名」という名称が自動生成されますので、確認
します。 

 持分を入力します。 
 確認を終了したら［OK］をクリックします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

5 

7 

共有者グループが追加
されます。 

6 

9 

8 
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 太郎  8 調査前チェック 

8-1 調査前データのチェック 

調査前の登記情報に未入力項目が無いかのチェックを行います。 

調査前データをチェックします。 
チェック対象項目は、所在、地番、地目、 
地積です。 

［調査前］－［■チェック］－［入力 
チェック］をクリックします。 

 
 
 
 
 
 

 エラーがないときは、確認のメッセージが表示さ
れますので、［OK］をクリックします。        

1 

エラーが検出された場合は 
エラーが検出された場合は、エラー一覧が表示されます。 
エラー項目を選択すると、エラーのある登記情報が赤枠で選択されますので、エラーを修正します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
［クリップボード複写］で、チェック結果をクリップボードに複写することもできます。 
エラーの修正を終了したら、再度［入力チェック］をクリックします。 

補足 

2 
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8-2 人物の登録内容のチェック 

人物の登録内容をチェックします。以下の内容がチェックされます。 
●未入力チェック 
「登記氏名」「登記住所」に対し、未入力が無いかをチェックします。 
●人物コードの重複チェック 
「人物コード」に重複が発生していないかをチェックします。 
●共有者チェック 
・共有者に1名しか設定されていないかをチェックします。（1名の場合は、所有者になります・） 
・「持分」に未入力が無いかをチェックします。 
・「持分」に全角文字が使用されていないかをチェックします。 
・「持分」に数字と「/」（スラッシュ）以外が入力されていないかをチェックします。 
・「持分」が「n/m」の形式になっているかをチェックします。 
・「持分」の合計が「1」（100%）になっているかをチェックします。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

1 

［人物］－［■チェック］－［入力 
チェック］をクリックします。 

 
 
 
 
 
 

 エラーの内容が表示されますので、エラーを 
修正します。ここでは登記住所が未入力なの
で、登記住所を入力します。 
エラーの修正を終了したら、再度［入力チェッ
ク］をクリックします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2 
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 太郎  9 相続人の登録 

9-1 続柄設定 

相続人を登録します。 

被相続人からみた続柄を設定します。 
 

 相続人を登録する人物を選択して［相続］を
クリックします。 

［続柄設定］をクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 設定されている続柄を確認します。 
 確認を終了したら［OK］をクリックします。 

 
             

1 

2 

3 

4 
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9-2 相続人の追加 

相続人を追加します。 
 
［相続人の追加］をクリックします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 相続人、相続内容を設定します。 
 設定を終了したら［OK］をクリック 
します。 

 
             

1 

2 

3 

相続人が登録されます。 
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この章では、Mercury-LAVIS とMercury-Evoluto の連携の操作について説明します。 
連携対象は、Mercury-Evoluto Ver.9の2019年6月出荷版以降です。 
 

10 Mercury-Evoluto と連携 

10-1 Mercury-Evolutoの起動 

 Mercury-Evoluto をダブルクリックします。 
 
 
 
 

［新規現場］－［新規現場作成］をクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 

 現場名などを入力します。 
［OK］をクリックします。 

 
 
 

Mercury-Evolutoを起動します。 
1 

2 
 

3 

4 
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10-2 地図XMLの読み込み 
測量計算で地図XMLを読み込みます。 
ここでは「C:\FcApp\Mercury-LAVIS\Sample」フォルダー内の「【サンプル】地図XML」を読み込む例で説明します。 
 
［測量計算］をクリックします。 

 
 
 
 
 
 

［ファイル］－［インポート］－［地図 XML］を 
クリックします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

［参照］で読み込む地図 XML を選択します。 
［OK］をクリックします。 

 
 
 

1 

2 

3 

4 
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10-3 操作設定の確認 
操作設定を確認します。 

［設定］－［操作設定］をクリックします。 
 
 
 

［連携を行う事務支援システム］で
「Mercury-LAVIS」を選択します。 
［OK］をクリックします。 

 
 
 

1 

2 

3 
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［ファイル］－［属性マスター編集］をクリックします。 
 

 「大字」を選択します。 
［開く］をクリックします。 

 
 
 
 
 

 大字を確認します。 
［終了］をクリックします。 

 
 
 
 
 
 

 「小字」を選択します。 
［開く］をクリックします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 小字を確認します。 
［終了］をクリックします。 

 

10-4 公図情報の確認 
公図情報を確認します。 
 

1 

2 

3 

5 

4 

6 

7 

9 

8 
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10-5 調査前データの連携 
Mercury-LAVISから調査前のデータを読み込みます。 
（※Mercury-LAVISとの連携は、Mercury-LAVISが起動中でコマンドを実行していないときに有効です。） 
 
［ファイル］－［属性取り込み］－
［Mercury-LAVIS調査前筆属性取り込み］を 
クリックします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 画地一致判定方法を設定します。 

 設定を終了したら［OK］をクリックします。 
 
 
 
 
 
 

1 

2 

Mercury-LAVISから調査前
のデータが読み込まれます。 

3 
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不要な筆を削除します。 
 

11 不要な筆を削除 

11-1 筆の削除 

 Mercury-LAVIS で削除する筆を選択します。 
［調査前］－［■筆（地番）］－［削除］ 
をクリックします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 確認のメッセージが表示されますので［はい］ 
をクリックします。 

 
 
 
 

 確認のメッセージが表示されますので［OK］ 
をクリックします。 

Mercury-LAVISで不要な筆を削除します。 

1 
 
 

2 
 

3 

4 
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11-2 Mercury-Evoluto連携による筆の削除 
Mercury-Evolutoで筆を削除します。 
［Mercury-LAVIS上の筆を削除する］のチェックをONにすると、Mercury-LAVISの筆も削除することができます。 
（※Mercury-LAVISとの連携は、Mercury-LAVISが起動中でコマンドを実行していないときに有効です。） 

 Mercury-Evoluto で削除する筆を選択します。 

 右クリックして［削除画地の転送］をクリックします。 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
［Mercury-LAVIS上の筆を削除する］のチェックを
ON にします。 

 
 
 

2 

3 

1 
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［削除］をクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 確認のメッセージが表示されますので［はい］をクリック
します。 

 
 

 
［終了］をクリックします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 確認のメッセージが表示されますので［OK］をクリック
します。 

 
 
 
 

 確認のメッセージが表示されますので、
Mercury-LAVIS の筆も削除するときは［はい］を 
クリックします。 
 
Mercury-LAVIS の筆も削除されます。 

 
 

4 

6 

7 

8 

5 



32 

 

調査区域の内外を指定します。 
 

12 調査区域の内外指定 

12-1 調査区域の一括変更 

 Mercury- LAVIS で調査区域を変更する筆を
選択します。 
［調査前］－［■筆（地番）一括処理］－
［調査区域］をクリックします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 調査区域を指定します。 

［OK］をクリックします。 

Mercury-LAVISで調査区域の一括変更を行います。 

2 
 

1 
 
 

4 

3 
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12-2 Mercury-Evoluto連携による調査区域の指定 
Mercury-Evolutoで調査区域を指定します。 
（※Mercury-LAVISとの連携は、Mercury-LAVISが起動中でコマンドを実行していないときに有効です。） 
  Mercury-Evoluto で調査区域を指定する筆を選択
します。 

 右クリックして［調査区域設定］をクリックします。 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 調査区域を連携する画地を設定します。 
ここでは、「選択された画地を「外」に設定する」を選択
します。 

［OK］をクリックします。 
 
Mercury-LAVIS の調査区域も変更されます。 

 
 
 

2 

3 

1 

4 
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E工程調書を作成します。 
 

13 E工程調書の作成 

13-1 調書出力の設定 

［帳票］をクリックします。 
［設定］をクリックします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

［共通］で出力設定を行います。 

 ここでは、［E4地籍調査票］で地籍調査票 
の設定を行います。 

 設定を終了したら［OK］をクリックします。 
 
 

調書出力の設定を行います。 
1 

2 

3 

4 

5 
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13-2 調書の種類 
Mercury-LAVISでは下記の調書を作成することができます。 
  

［地目マスター］をクリックすると、画面右に、地目マスター一覧が表示されます。 
 

［権利マスター］をクリックすると、画面右に、権利マスター一覧が表示されます。 

［作業ログ］をクリックすると、画面右に、作業ログ一覧が表示されます。 
画面右に、権利マスター一表示されるのは、前回［データ保存］をおこなった時ま
での操作です。 
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［所有者一覧表］をクリックすると、画面右に、調査前筆一覧が表示されます。 
選択した筆情報に登録された所有者の一覧を印刷します。 

［縮尺決定の為の筆数調書］をクリックすると、画面右に、縮尺決定の為の筆数調
書データ入力画面が表示されます。 
地区もしくは字毎に地積でグループ別けした筆の数と比率の一覧を作成します。 
 

［所有者（共有者）一覧表］をクリックすると、共有者が登録されている調査前筆 
一覧が表示されます。 
筆の所有者となっている人物の一覧から、選択した所有者の一覧を印刷し 
ます。 
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［土地管理者］をクリックすると、画面右に、土地管理者として筆に登録されている 
土地管理者の一覧が表示されます。 
土地管理者となっている人物の一覧から選択した人物の一覧を印刷します。 

［権利者一覧］をクリックすると、筆の権利情報から権利者として登録された人物の 
一覧が表示されます。 
相続人となっている人物の一覧から選択された人物の一覧を印刷します。 

［地籍調査票（現地調査用）］をクリックすると、画面右に、調査前筆の一覧が
表示されます。 
一覧で選択した筆を印刷します。 
筆ごとにEXCELのタブが追加され、一筆ごとに地籍調査票が作成されます。 
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［地籍調査票（データ出力用）］をクリックすると、画面右に、調査後筆の一覧が
表示されます。 
一覧で選択した筆を印刷します。 
筆ごとにEXCELのタブが追加され、一筆ごとに地籍調査票が作成されます。 
 

［その他の権利］をクリックすると、画面右に、権利の設定された筆の一覧が表示さ
れます。 
一覧で選択した筆を印刷します。 
筆ごとにEXCELのタブが追加され、一筆ごとにその他の権利の帳票が作成されます。 
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［不要許可転用届］をクリックすると、画面右に、筆の一覧が表示されます。 
一覧で選択した筆を印刷します。 
表示される筆の条件は、 
•異動処理の地目変更で、「田畑→それ以外」「それ以外→田畑」に変更した筆。 
•合筆で地目が「田畑→それ以外」「それ以外→田畑」に変更した筆。 

です。調査前に「田畑」で「異動なし」の筆は表示されません。 
 

［法務局照会地番一覧表］をクリックすると、筆の一覧が表示されます。 
一覧で選択した筆を印刷します。 
 

［索引表］をクリックすると、画面右に、地図番号が存在する筆の一覧が表示され 
ます。 
一覧で選択した筆を印刷します。 
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［字変更調書］をクリックすると、画面右に、字が変更された筆の一覧が表示され 
ます。 
一覧で選択した筆を印刷します。 
 

［地図番号別地番一覧表］をクリックすると、画面右に、地図番号が追加されてい
る筆の一覧が表示されます。 
一覧で選択した筆を印刷します。 
 

［一筆調査集計表］をクリックすると、画面右に、一筆調査集計表に出力する字が
表示されます。 
一覧で選択した字の筆の所有者、地積の合計等を出力します。 
［調査前］［調査後］で出力（字・大字の一覧の変更はなし）します。 
所有者は所有者コード順で出力します。 
 



41 

［所有者ラベル］をクリックすると、画面右に、調査前筆一覧が表示されます。 
筆一覧で選択された筆情報に登録された所有者の一覧を印刷します。 
リスト上部の［出力するデータの種類］で「所有者一覧」「通知先一覧」 
「閉鎖地所有者一覧」を選択し、選択内容に合った筆のみリストに表示 
します。 
所有者の氏名には、所有者の種別が「個人」の場合には「様」、「法人」 
の場合には「御中」をそれぞれ氏名の後ろに追加します。 
 

［相続人氏名表］をクリックすると、画面右に、筆の所有者に「相続人」が設定さ 
れている筆一覧が表示されます。 
［調査前］［調査後］で出力する帳票を選択し、筆一覧で選択した筆情 
報に登録された相続人一覧を印刷します。 
筆ごとにEXCELのシートを追加し、それぞれに一筆毎の情報を出力し 
ます。 
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［立会日程表］をクリックすると、画面右に、立会ツリー一覧が表示されます。 
一覧で選択した人物を印刷します。 

［立会送付者リスト］をクリックすると、画面右に、立会に「宛先」が設定されてい
る人物一覧が表示されます。 
一覧で選択した人物を印刷します。 

［立会通知書］をクリックすると、画面右に、画面右に、立会情報一覧が表示
されます。 
一覧で選択した人物を印刷します。 
日付＋人物名でシートが分かれます。 
帳票タイトルはありません。 
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［地籍調査票綴］をクリックすると、画面右に、地籍調査票綴出力データ入力
画面が表示されます。 
 

［地図番号一覧］をクリックすると、画面右に、地図番号が設定された筆の一
覧が表示されます。 
筆一覧でチェックした筆の一覧が出力されます。 
 

［地籍簿］をクリックすると、画面右に、筆の一覧が表示されます。 
［調査前］［調査後］の切り替えが可能です。 
［調査後］のリストは「異動処理を行った」筆の一覧が表示されます。 
チェックをONにした筆に対し帳票を作成します。 
［調査後の項目欄］は、調査前から変更されていない項目は空欄となります。 
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［共有者氏名表］をクリックすると、画面右に、筆の一覧が表示され 
ます。 
画面右に、筆の一覧が表示されます。 
筆の一覧は、「調査前」「調査後」に切り替えが可能です。 
筆の一覧には、所有者が「共有者グループ」のもののみ表示します。 
チェックをONにした筆に対し帳票を作成します。 
作成されたEXCELファイルは、筆ごとにシートが作成されます。 
 

 
 

 
 

 

［地籍簿綴］をクリックすると、画面右に、地籍簿綴出力データ入力画面が表
示されます。 
画面下［地籍簿を作成する字の選択］でチェックをONにした字毎に帳票を作
成します。 
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［名寄帳（調査前）］をクリックすると、画面右に、人物の一覧が表示され 
ます。 
人物の一覧は、筆の所有者となっている人物のみ表示されます。 
共有者グループに属する人物の場合には、属している共有者グループが所有者と
なっている筆も所有している筆として扱います。 
人物のチェックをONにした筆に対し帳票を作成します。 

［名寄帳（調査後）］をクリックすると、画面右に、人物の一覧が表示され 
ます。 
人物の一覧は、筆の所有者となっている人物のみ表示されます。 
共有者グループに属する人物の場合には、属している共有者グループが所有者と
なっている筆も所有している筆として扱います。 
「調査前の筆に対し名寄せを行う」条件によっては、調査前の筆の所有者から名
寄せを行います。 
人物のチェックをONにした筆に対し帳票を作成します。 
「調査後の項目欄」は、調査前から変更されていない項目は空欄となります。 
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［土地所有者一覧表］をクリックすると、画面右に、筆の一覧が表示されます。 
筆の一覧は「調査前」「調査後」に切り替えが可能です。 
チェックをONにした筆に対し帳票を作成します。 
調査後の筆を出力する場合の帳票のタイトルは、「帳票タイトル」を編集していな
い場合には「土地所有者一覧表（調査後）」に自動で変更します。 
土地管理者が複数登録されていた場合は、「管理者氏名」に「一人目の管理者
氏名＋他○名」と出力します。 
土地管理者が複数登録されていた場合には、「管理者住所」に「一人目の管理
者住所」を出力します。 

［共有者データリスト］をクリックすると、画面右に、共有者を所有者とする筆一
覧が表示されます。 
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［地目別筆数面積変動表等調書］をクリックして、地目ごとの、筆数、面積を
出力します。 
面積は、m2単位で出力します。（常に、小数部２桁表示です。） 
地目の最大出力数は、25までです。 
地目コード順に出力します。（ただし地目コード０（不明）は出力しません。） 

［不存在地等調書］をクリックすると、画面右に、不存在地調書データ入力画面
が表示されます。 
入力画面上部の［調査地域］から［備考］までの項目が帳票に出力されます。 
入力画面下部の「字一覧」で集計を行う字を選択し、［選択した字から不存在地
調書を設定する］をクリックすると、チェックした字から入力画面上部の各項目に値
が設定されます。 
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［不立会地調書］をクリックすると、画面右に、不立会地調書データ入力画面が
表示されます。 
入力画面上部の［都道府県］から［備考］までの項目が帳票に出力されます。 
入力画面下部の「字一覧」で集計を行う字を選択し、「選択した字から不立会地
調書を設定する」をクリックすると、チェックされた字から入力画面上部の各項目に値
が設定されます。 
 
 

［住所不明所有者等調書］をクリックすると、画面右に、不存在地調書データ入
力画面が表示されます。 
人物の情報で、現在の情報内の「住所不明」のチェックがONの人の一覧を作成し
ます。 
入力画面上部の「都道府県」から「調査期間」までの項目が帳票に出力されます。 
画面下の字リストで選択した筆の所有者から住所不明の所有者の一覧を集計し、
「住所不明の所有者の数」「所有者が住所不明の筆」「住所不明の所有者の筆の
割合」などを出力します。 
画面下の字リストで選択した筆の所有者の中から住所不明の所有者の一覧を出
力します。 
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［異動項目別地番一覧表］をクリックすると、画面右に、出力データ選択画面が
表示されます。 
上部［出力する異動項目の選択］一覧でチェックをONにした異動項目に対して
出力を行います。下部［出力する字の選択］一覧でチェックをONにした字に対し
て出力を行います。 
異動項目毎にシートが作成されます。 

［地区別地目別集計表］をクリックすると、画面右に、出力データ選択画面が表
示されます。 
［調査前］［調査後］で、調査前後のどちらの情報を出力するか選択します。 
上部［出力する地目の選択］一覧でチェックをONにした地目に対して出力を行い
ます。下部［出力する字の選択］一覧でチェックをONにした字に対して出力を行
います。 
地目毎にシートが作成されます。 
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13-3 調書の作成 
調書を作成します。ここでは「E4：調査図素図等の作成」の「地籍調査票（現地調査用）」と「所有者一覧」を作成する
例で解説します。 

 地籍調査票（現地調査用）を作成する筆のチ
ェックを ON にします。 

 「E4：調査図素図等の作成」の「地籍調査票
（現地調査用）」をクリックします。 

 作成する調書のタイプ、帳票タイトル、帳票名、
ファイル名、備考を設定します。 

［作成］をクリックします 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 確認のメッセージが表示されますので［OK］を
クリックします。 

 
 
 
 

 Excelが開き、作成された調書が表示されます。 
［一覧］タブに登録されます。 
作成した調書（Excel ファイル）は、「データ 
フォルダ\AreaData\編集中の地区 Output」
フォルダーに保存されます。 

 
 

1 

2 

5 

4 

3 

6 
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 「所有者一覧」をクリックします。 

 所有者を選択します。 
ここでは［全選択］をクリックします。 

 作成する調書のタイプ、帳票タイトル、帳票名、
ファイル名、備考を設定します。 

［作成］をクリックします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 確認のメッセージが表示されますので［OK］を
クリックします。 

 
 
 
 

 Excelが開き、作成された調書が表示されます。 
［一覧］タブに登録されます。 
作成した調書（Excel ファイル）は、「データ 
フォルダ\AreaData\編集中の地区 Output」
フォルダーに保存されます。  

 
 

7 

8 

9 

10 

 

11 

12 
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13-4 作成調書の一覧表示 
作成済の調書を一覧で表示します。 

［一覧］をクリックします。 

  一覧を作成する調書を選択します。 

 PDF で出力する場合は［PDF出力］をクリック
します。［EXCEL起動］をクリックして、EXCEL
で確認することもできます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

1 

2 

3 
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隣地を設定して、立会日時を設定します。 
 

14 立会処理 

14-1 隣地の設定 

 Mercury- LAVIS で［調査前］－ 
［■隣地・立会］－［隣地］をクリック 
します。 

 
 
 

 調査対象の筆を選択します。 

 隣接地を指定します。 

［追加］をクリックします。 

 隣地が設定されたことを確認します。 

［OK］をクリッします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 確認のメッセージが表示されますので［はい］を 
クリッします。 

 
 

Mercury-LAVISで隣地を設定します。 
1 

2 

3 

4 

6 

5 

7 
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14-2 Mercury-Evolutoから隣地情報を転送 
Mercury-Evolutoから隣接情報を転送します。 
（※Mercury-LAVISとの連携は、Mercury-LAVISが起動中でコマンドを実行していないときに有効です。） 
 
   Mercury-Evoluto で対象となる筆を選択します。 

 右クリックして［隣地情報の転送］をクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

1 

2 

Mercury-LAVISに隣地情報が
転送されます。 
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14-3 立会日時の設定 
立会日時を設定します。 

［調査前］－［■隣地・立会］－［立会 
情報］をクリックします。 

 
 
 
 
 
 
 
 

［追加］をクリックします。 
 
 
 
 
 

 立会日、時刻などを設定します。 
 設定を終了したら［OK］をクリックします。 

 
 
 

 立会日を設定する筆を選択します。 
［筆追加］をクリックします。 
 立会日に筆が設定されます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

1 

2 

4 

3 

5 

6 
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14-4 Mercury-Evolutoから立会日時を転送 
Mercury-Evolutoで立会日時を設定して、Mercury-LAVISへ転送します。 
（※Mercury-LAVISとの連携は、Mercury-LAVISが起動中でコマンドを実行していないときに有効です。） 
  

 Mercury-Evoluto の［画地］－［画地 
属性モニター割付］－［立会日時］で 
立会日時を設定します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 立会日時を転送する筆を選択します。 
 右クリックして［立会日の転送］をクリック 
します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

1 

2 

3 
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Mercury-LAVISに立会日時
が転送されます。 
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14-5 立会調書の作成 
立会調書を作成します。 
  

 ［帳票］をクリックします。 
 ［E：工程］－［E5：現地調書の通知］－
［立会日程表］をクリックします。 

 作成する調書のタイプ、帳票タイトル、帳票名、
ファイル名、備考を設定します。 

［作成］をクリックします。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 確認のメッセージが表示されますので［OK］を
クリックします。 
Excelが開き、作成された調書が表示されます。 
［一覧］タブに登録されます。 
作成した調書（Excel ファイル）は、「データ 
フォルダ\AreaData\編集中の地区 Output」
フォルダーに保存されます。 

 

1 

2 

4 

3 

5 
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14-6 H1：地籍調査票の整理 
H1：地籍調査票の整理の帳票を作成します。 
  

［合筆調書］をクリックすると、画面右に、合筆を行った筆の一覧が表示されます。 
筆一覧で選択した筆の合筆情報の一覧を印刷します。 
一つの合筆に対し、「～を合筆」と「～に合筆」をセットで出力します。 
合筆した筆に対し異動処理が行われていた場合は、「調査後の土地」に異動後の情
報を出力します。 

［地区別地目別集計表］をクリックすると、出力データ選択画面が表示されます。 
［調査前］［調査後］で、調査前後のどちらの情報を出力するか選択します。 
上部［出力する地目の選択］一覧で、チェックをONにした地目に対して出力を行い
ます。下部［出力する字の選択］一覧で、チェックをONにした字に対して出力を行
います。 
地目毎にシートを作成します。 
［調査後］で、閉鎖地（一覧でグレーになっている筆）は対象外です。 
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 ［筆数変動一覧表］をクリックすると、画面右に、調査後筆一覧が表示されます。 
筆一覧で選択した筆情報から、異動処理で変動した筆数の一覧表を作成します。 

［実施地区面積別筆数表］をクリックすると、画面右に、筆一覧が表示されます。 
筆一覧で選択した筆情報から、集計した字単位での面積別の集計（筆数及び比
率）を印刷します。 
比率は行単位での比率を求め、上の行までの比率に加算します。（このため合計が
100%にならないときもあります。） 
EXCELファイル1シートに5つの字が出力され、それ以降はシートを追加します。 

［異動項目別筆数調書］をクリックすると、画面右に、調査後筆一覧が表示され 
ます。 
筆一覧で選択した筆情報で、異動処理毎の筆数を出力します。 
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14-7 H5：閲覧 
H5：閲覧の帳票を作成します。 
  

［地籍調査成果閲覧台帳索引表］をクリックすると、画面右に、人の一覧が表示さ
れます。 
一覧で人を選択し、地籍調査成果閲覧台帳索引表を作成します。 

［閲覧受付簿］をクリックすると、画面右に、調査後の（登記時の）所有者名の
一覧（氏名のみ）の一覧が表示されます。 
一覧で人を選択し、閲覧受付簿を作成します。 
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［地籍調査結果閲覧確認書］をクリックすると、画面右に、調査後の人の一覧が
表示されます。 
一覧で人を選択し、地籍調査結果閲覧確認書を作成します。 
 

 

［土地閲覧調書］をクリックすると、画面右に、調査後の筆の一覧が表示されます。
一覧で筆を選択し、土地閲覧調書を作成します。 
所有者は、人物一覧に表示されている内容で、登記時の名称となります。 
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14-8 H9：実施者検査（閲覧後） 
H9：実施者検査（閲覧後）の帳票を作成します。 
  

［一筆地調査完了報告書］をクリックすると、画面右に、全ての筆一覧が表示され
ます。 
一覧で筆を選択し、一筆地調査完了報告書を作成します。 
字単位で帳票の行を作成します。 
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。 14-9 14条調査票 
14条調査票を作成します。 
  

［調査票］をクリックすると、画面右に、調査前の筆が一覧表示されます。 
一覧で筆を選択し、調査票を作成します。 
 

［土地調査書］をクリックすると、画面右に、調査前の筆が一覧表示されます。 
一覧で筆を選択し、土地調査書を作成します。 

［所有者ラベル］をクリックすると、画面右に、調査前の筆が一覧表示されます。 
一覧で筆を選択し、選択した筆情報に登録された所有者の一覧を印刷します。 
リスト上部の［出力するデータの種類］で「所有者一覧」「通知先一覧」「閉鎖地所
有者一覧」を選択し、選択内容に合った筆のみリストに表示します。 
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［送付者リスト］をクリックすると、画面右に、立会の「宛先」に設定されている人物が
一覧表示されます。 
一覧で人物を選択し、送付者リストを作成します。 

［通知先チェックリスト］をクリックすると、画面右に、立会ツリーが表示されます。 
ツリーで「立会日」「筆」を選択し、通知先チェックリストを作成します。 

［立会連絡はがき］をクリックすると、画面右に、立会ツリーが表示されます。 
ツリーで「立会日」「筆」「宛先」を選択し、立会連絡はがきを作成します。 
立会する人数分、Excelシートが作成されます。 
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 ［共有者氏名表］をクリックすると、画面右に、所有者に共有者を持つ筆が一覧表
示されます。 
一覧で筆を選択し、共有者氏名表を作成します。 

［地積等調査一覧表］をクリックすると、画面右に、調査後の筆が一覧表示され 
ます。 
一覧で筆を選択し、地積等調査一覧表を作成します。 
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現地調査を行った後の異動内容を登録・編集します。 
 

15 調査後の編集 

15-1 異動処理 
選択した筆（地番）に「異動処理」を入力します。 
  
［調査後］をクリックします。 

 異動処理を行う筆を選択します。 

［異動処理］をクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 確認のメッセージが表示されますので［はい］ 
をクリックします。 

 
 
 

［異動処理］ダイアログで、 異動処理を 
入力します。 

 

３ 

2 

4 

5 

1 
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カテゴリー 異動処理 異動内容・操作 表示内容 

異動なし 異動なし － 異動なし 

氏名／住所 

氏名錯誤（※） 対象者に対して、登記氏名候補を
選択 氏名錯誤 

氏名変更（※） 異動年月日を必要に応じて設定 
対象者に対して、登記氏名候補
を選択 

異動年月日＋氏名変更 

所管換（※） 異動年月日＋所管換 

住所錯誤（※） 対象者に対して、登記住所候補を
選択 住所錯誤 

住所移転（※） 

異動年月日を必要に応じて設定 
対象者に対して、登記住所候補を
選択 
［表示］チェックボックス 
住所変更を省略し、一覧の住所セ
ルは空欄にする 

異動年月日＋住居移転 

住居表示実施（※） 
異動年月日を必要に応じて設定 
対象者に対して、登記住所候補を
選択 

異動年月日＋住居表示実施 

※新規入力の場合、候補に追加される 
 共有者グループが設定されている場合、対象者は複数人 

所在／地番 
所在変更 異動年月日を設定 

所在を選択 異動年月日＋所在変更 

～と地番変更 新規地番名入力 「新規地番名」と地番変更 

地積／地目 

地積錯誤 
地積入力 
（地目が宅地、鉱泉地の場合、小
数２桁） 

地積錯誤 

地目変更 異動年月日を設定 
地目を選択 異動年月日＋地目変更 

一部地目変更 異動年月日を設定 異動年月日＋一部地目変更 

滅失 
滅失 

文字列の入力 
滅失＋文字列 

一部滅失 一部滅失＋文字列 

分／合筆 

～に合筆 
（※1）（※2） 地番を選択（所有者、字、地目が

同じ地番） 
地積、地番名の入力 

選択筆：「地番」に合筆 
対象筆：「地番」を合筆 

～を合筆 
（※3） 

選択筆：「地番」を合筆 
対象筆：「地番」に合筆 

～の一部を合筆 地番を選択（所有者、字、地目
が同じ地番） 
地積の入力 

  

選択筆：「地番」の一部を合筆 
対象筆：「地番」に一部を合筆 

～に一部合筆 選択筆：「地番」に一部を合筆 
対象筆：「地番」の一部を合筆 

～に分筆 
（※4） 

分筆数を入力 
地番、地目、地積を設定 

選択筆：「地番」に分筆 
対象筆：「地番」から分筆 

※1：地積の初期値は、地番選択時に元筆との地積合計が自動入力。 
※2：合筆元に「～に一部合筆」の異動処理を持っている場合、合筆先の異動処理は「～の一部
を合筆」となる。 
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※3：地積の初期値に、筆追加・削除時に元筆との地積合計が自動入力。 
※4：調査後のみの筆のときは、分筆不可能。 

その他 

不存在（錯誤） 文字列の入力 不存在（錯誤）＋文字列 

不存在（～と重複） 地番選択 不存在（地番と重複） 

～との筆界未定（任意文
字） 文字列の入力 文字列＋との筆界未定 

～との筆界未定 地番を選択 「地番」との筆界未定 

別紙のとおり 
文字列の入力 

別紙のとおり + 文字列 

任意文字 文字列 

海没 異動年月日 異動年月日＋海没 

一部海没 異動年月日 
地積の入力 異動年月日＋一部海没 

現地確認不能 現況地目 
現地の状況 

現地確認不能（現況地目-現地
の状況） 

原因不明（未登録） 
（※調査後筆のみ存在
する場合） 

文字列入力 原因不明（未登録）＋文字列 

公有水面埋立 
（※調査後筆のみ存在
する場合） 

異動年月日 異動年月日＋公有水面埋立 

ユーザー定義 任意の異動処理名 異動年月日 
文字列の入力 

異動年月日＋文字列＋異動処
理名  
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15-2 地積錯誤 
地積錯誤の場合の操作を説明します。 
  
［地積/地目］をクリックします。 

［地積錯誤］をクリックします。 
 正しい地積を入力します。 
［適用］をクリックします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

1 

3 

変更した地積が赤色で
表示されます。 

2 

4 
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15-3 地目変更 
地目変更の場合の操作を説明します。 

［地積/地目］をクリックします。 

［地目変更］をクリックします。 
 変更する地目を選択します。 
［適用］をクリックします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

1 

3 

変更した地目が赤色で
表示されます。 

2 

4 
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15-4 住所錯誤 
住所錯誤の場合の操作を説明します。 

［氏名/住所］をクリックします。 

［住所錯誤］をクリックします。 
 変更する登記住所を入力します。 
［適用］をクリックします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

1 

3 

変更した登記住所が
赤色で表示されます。 

2 

4 
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15-5 異動事由の順番の変更 
異動事由の順番を変更します。 

 異動事由の順番を変更する筆を選択します。 

［編集］をクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 異動事由の順番を変更します。 
 変更を終了したら［OK］をクリックします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

1 

2 

3 

表示される事由は3行
までです。 

4 
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15-6 合筆 
合筆する操作を説明します。 

 合筆する筆を選択します。 

［異動処理］をクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
［～に合筆］をクリックします。 
［選択］をクリックします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2 

1 

4 

5 
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 ここでは、同一フィルターの［所有者］ 
［地目］のチェックを OFF にします。 

 合筆元の筆を選択します。 
［OK］をクリックします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
［OK］をクリックします。 

 
 
 
 
 
 
 
 

6 

7 

合筆する筆が削除されて地積が合算されます。 
合筆できない場合は、エラーメッセージが表示されます。 

8 

9 
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15-7 分筆、一部地目変更 
分筆、一部地目変更の操作を説明します。 

 分筆する筆を選択します。 

［異動処理］をクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 確認のメッセージが表示されますので［はい］を
クリックします。 

 
 
 
 

［分/合筆］をクリックします。 
［～に分筆］をクリックします。 
 分筆数を入力して、地番、地目、地積を 
設定クします。 

 設定を終了したら［OK］をクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2 

1 

3 

4 

5 

6 

7 

地番が分筆されます。 
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15-8 表示登記 
表示登記の操作を説明します。 

［調査後］－［■筆（地番）］－［追加］
をクリックします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 所在、地番名、地目、地積、所有者などを入力
します。 

 入力を終了したら［OK］をクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 確認のメッセージが表示されますので［OK］を
クリックします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

1 

3 

4 

2 



78 

15-9 全土地の異動なし登録 

［調査後］をクリックします。 

［全土地の異動なし登録］をクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 確認のメッセージが表示されますので［はい］を
クリックします。 

 
 
 
 
 

 処理完了のメッセージが表示されますので
［OK］をクリックします。 

 

異動処理が行われていない筆（地番）をすべて「異動なし」で登録します。 

1 

2 

3 

4 
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 Mercury-Evoluto で地図番号と地積取り込
む筆を選択し、右クリックして［地図番号・地積
の転送］をクリックします。 
地図番号と地積が Mercury-LAVIS に転送さ
れます。 

 
 
 

 
 
 
 

15-10 地図番号と地積の取込み 
調査後に地図番号と地積を取り込む操作を説明します。 

1 

3 

2 

Mercury-Evolutoと連携する場合は、Mercury-Evolutoで設定されている地図番号(市区町村略称＋図郭名)と地積
(計算条件の［地積］－［地籍フォーマット2000］の設定に従う)をMercury-LAVISに転送します。 

1 

［調査後］－［■読込み］－［筆属性情報
ファイル］をクリックします。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 地籍フォーマット 2000（筆属性情報）ファイル
を指定して、取り込み条件を設定します。 

 設定を終了したら［OK］をクリックします。 
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15-11 国土調査登記情報ファイルの出力 
国土調査登記情報ファイル（テキスト形式）を出力します。 

［調査後］－［■書込み］－［国土調査登
記情報ファイル］をクリックします。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 出力ファイル名、出力条件などを設定します 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 設定を終了したら［OK］をクリックします。 
 
 

 確認のメッセージが表示されますので［OK］を
クリックします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

1 

3 

［ファイル名生成］をクリックすると、
「市区町村コード」＋「作成年度」
＋「作業番号」でファイル名を生成
します。 

 
「処理区分」とは地籍フォーマット2000内に記述が
ある「キー変」「新設」「分割」「合併」「閉鎖」「その
他」のことです。 
「キー変」：所在変更、～と地番変更 
「新設」：原因不明（未登記）、公有水面埋
立、表示登記 
「分割」：～に分筆、～から分筆 
「合併」：～に合筆、～を合筆、～の一部を合筆、
～に一部合筆「閉鎖」：不存在（錯誤）、滅失、
海没、不存在（～と重複） 
「その他」：上記以外 

4 

2 
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15-12 地籍簿の作成 
調査前、調査後の地籍簿を作成します。 

［帳票］をクリックします。 
 「E工程」－「E6：標札等の設置」－「地籍簿」
をクリックします。 
［調査前］をクリックします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 地籍簿を作成する筆のチェックを ON にします。 
 作成する調書のタイプ、帳票タイトル、帳票名、
ファイル名、備考を設定します。 

［作成］をクリックします。 
 

 確認のメッセージが表示されますので［OK］を
クリックします。 

 Excelが開き、作成された調書が表示されます。 
［一覧］タブに登録されます。 
作成した調書（Excel ファイル）は、「データ 
フォルダ\AreaData\編集中の地区 Output」
フォルダーに保存されます。 

 
同様に［調査後］を選択して、調査後の地籍簿を
作成します。 
 
 

 
 
 

1 

2 
3 

4 

5 

6 

7 

8 
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 所有者に公開した情報を閲覧したかどうか確認します。 
 

16 調査後の閲覧確認 

6-1 調査後の閲覧状況入力 
調査後データの閲覧状況を入力します。 
  
［閲覧］をクリックします。 

 「調査後」の筆の所有者が一覧表示されますので、 
閲覧状況を入力する人物を選択します。 

［仮閲覧］［閲覧］［同意］の状態を設定します。 
チェックを ON にして、日付を設定します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2 

1 

選択されている人物が所有している
筆の一覧が表示されます。 

3 
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